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Abstract.  A single specimen of Oxycheilinus orientalis (Labridae) was collected from 
off Amami-oshima Island, Kagoshima Prefecture, southern Japan at a depth of 50 m. 
It represents the northernmost record for the species on the basis of voucher specimen. 
Description of the specimen is provided and a new standard Japanese name, Kataguro-
hohosuji-mochinouo, is proposed. Review of distributional records in Japanese waters 
is also given on the basis of underwater photographs and ecological information on the 
species is described based on underwater observations. Presence of four small spots 
behind the eye in juveniles of O. orientalis is considered to be the unique character 
among juveniles of its congeners.
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（要約 ）
　ベラ科ホホスジモチノウオ属の Oxycheilinus orientalis が鹿児島県奄美大島沖の水深 50 m の岩礁域か
ら 1 個体採集された．本標本は本種の標本に基づく北限記録である．本研究では本標本の形態学的特徴
を記載し，新標準和名カタグロホホスジモチノウオを提唱した．また，O. orientalis の日本における分
布と生息状況を水中写真に基づき検討した．水中写真を検討したところ，本種の幼魚にみられる眼後方
に位置する 4 黒色～赤色点は，同属内で本種に固有の特徴であることが示唆された．

　 ベ ラ 科 ホ ホ ス ジ モ チ ノ ウ オ 属（Labridae: 

Oxycheilinus）は，インド・太平洋域に広く分
布し，現在 9 有効種が知られている（Parenti 

and Randall, 2011）．島田（2000）とShimada （2002）

はホホスジモチノウオ属としてタコベラ O. 

bimaculatus （Valenciennes, 1840），ホホスジモチ
ノ ウ オ O. diagrammus （Lacepède, 1801）， お よ
びヒトスジモチノウオ O. unifasciatus （Streets, 
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1877）の 3 種を日本から記録した．吉野・瀬能
（2008）と加藤（2011）は，Parenti and Randall 

（2000）や Westneat （2001）の見解に従って島
田（2000）らがモチノウオ属 Cheilinus とした
ハナナガモチノウオ C. celebicus （Bleeker, 1853）
をホホスジモチノウオ属 O. celebicus として水
中写真に基づき報告した．
　上記ホホスジモチノウオ属 4 種に加え，西
山・本村（2012）は水中写真に基づきホホスジ
モチノウオ属の1種–1 O. arenatus （Valenciennes, 

1840）， ホ ホ ス ジ モ チ ノ ウ オ 属 の 1 種 –2 O. 

orientalis （Günther, 1862），ホホスジモチノウオ
属の 1 種 –3 Oxycheilinus sp. 3，ホホスジモチノ
ウオ属の 1 種 –4 Oxycheilinus sp. 4 を日本から
報告した．西山・本村（2012）のホホスジモチ
ノウオ属の 1 種 –1, 3, 4 は日本からの初めての
記録であるが，O. orientalis（ホホスジモチノウ
オ属の 1 種 –2）は Westneat （2001: pl. 5-34）と
Randall et al. （2003）によって沖縄から記録され
ている．彼らは沖縄産の標本に関する詳細な
データを提示しなかったが，その後，Randall 

and Khalaf （2003）は O. orientalis を再記載する
とともに，本種の沖縄産標本をリストした（4

個体，すべて瀬底島産：BPBM 19158，2，体
長 100–102 mm；BPBM 22320， 体 長 75 mm；
BPBM 22325，体長 77 mm）．
　2012 年 9 月 25 日 に 奄 美 大 島 沖 か ら
Oxycheilinus orientalis と同定される 1 個体が採
集された．これは本種の標本に基づく北限記録
となるため，本報告では同標本を記載するとと
もに，水中写真に基づく本種の国内における分
布状況を明らかにした．また，本種には標準和
名が与えられていなかったため，奄美大島産の
標本に基づき新標準和名を提唱する．
　計数と計測方法は Randall et al. （2003）にし
たがった．体各部の計測はデジタルノギスを用
いて 0.1 mm の精度で行った．本種の記載は奄
美大島から採集された 1 標本に基づく．標準体
長は体長と表記した．標本は採集直後に冷凍し，
後日解凍してカラー写真を撮影後，10% ホル

マリンで固定，エタノールで保存した．生鮮時
の体色の記載は，固定前に撮影されたカラー写
真（Fig. 1）に基づく．色彩の表記は財団法人
日本色彩研究所（2001）の系統色名に準拠した．
本報告に用いられた標本は，鹿児島大学総合研
究博物館に登録・保管された．本報告中で使用
された研究機関略号は以下の通り： BPBM（ビ
ショップ博物館）；KAUM（鹿児島大学総合研
究博物館）．

Oxycheilinus orientalis （Günther, 1862）
カタグロホホスジモチノウオ（新称）

（Figs. 1–3）

標本　KAUM–I. 49657，体長 112.8 mm，鹿児島
県奄美市名瀬沖（北緯 28 度 23 分 24 秒，東経
129 度 25 分 15 秒），水深 50 m，2012 年 9 月 25

日，釣り，橋本　司．

記載　背鰭 9 棘 10 軟条．臀鰭 3 棘 8 軟条．腹
鰭 1 棘 5 軟条．胸鰭 12 軟条（左右とも），最上
2 条は不分枝．尾鰭 15 軟条，うち 11 軟条は分
枝．前方側線有孔鱗 14 枚，後方側線有孔鱗 7 枚，
前方後方側線間の鱗は 1 列．背鰭前方鱗 6 枚．
鰓耙 12 本（上枝 4，下枝 8）．体各部の体長に
対する割合（%）は以下の通り：体高 28.2；体
幅 15.2；頭長 40.2；吻長 15.0；眼窩径 8.2；両
眼間隔幅 9.3；上顎長 15.3；尾柄高 13.7；尾柄
長 10.4；背鰭前長 39.5；臀鰭前長 66.6；腹鰭前
長 42.3；背鰭基底長 52.0；背鰭第 1 棘長 5.3；
背鰭第 9 棘長 10.3；背鰭最長軟条長（第 7 条）
13.4；臀鰭基底長 24.7；臀鰭第 1 棘長 4.1；臀
鰭第 2 棘長 6.7；臀鰭第 3 棘長 10.8；臀鰭最長
軟条長（第 5 条）14.2；尾鰭長 24.1；胸鰭長
15.5；腹鰭棘長 10.6；腹鰭最長軟条長（第 2 条）
16.8．
　体は側扁し，細長い．眼から吻端にかけての
吻部背面は横から見てほぼ直線．下顎はよく発
達する．両顎先端にそれぞれ 1 対の犬歯状歯が
あり，上顎の犬歯状歯間には 2 本の短い歯が並
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ぶ．両顎とも犬歯状歯の後方顎骨上には 18 本
の短い歯が 1 列に並ぶ．上顎後端は眼窩前縁直
下に達する．頭部と体側の鱗は円鱗．背鰭前方
鱗は両眼間隔上の眼中央まで達する．頬部，前
鰓蓋骨，主鰓蓋骨には発達した鱗が並ぶが，後
者 2 鰓蓋骨の縁辺は無鱗．前方側線の最終鱗は
背鰭第 6 軟条基底の直下に位置する．後方側線
第 1 鱗は臀鰭第 4 軟条基底の直上に位置する．
腹鰭後端は肛門に達しない．腹鰭始部は背鰭始
部よりやや後方に位置する．臀鰭始部は背鰭第
8 棘基底直下に位置する．胸鰭の後端は折畳ん
だ腹鰭の後端に達しない．尾鰭は概ね截形で，
後縁中央はわずかに円みを帯び，上端はわずか
に突出する．
　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部側面上方はつ
よい赤みのオレンジで，下方はあさい黄．吻と
頬部にやわらかい青紫で囲まれた白点が高密度
に散在する；これらの白点は鰓蓋下部，腹部を
介して体側全体に低密度で広がる．唇と下顎下
面は不明瞭な 3 白帯が走る．虹彩はうすい黄で，
瞳孔の周辺は黄みのピンク．眼の後縁膜は黒．
体の地色はつよい黄みのオレンジで，体側上方
はつよい赤みのオレンジ，下方はうすい黄．体
側に輪郭が不明瞭なうすい黄の 6 横帯がある．
体側中央を鰓蓋から尾鰭基底まで走る眼径とほ
ぼ同じ幅の縦帯はつよい赤みのオレンジ；縦帯
は上記 6 横帯によって途切れ，不連続．第 2–4

側線鱗の上方に眼径大の 1 黒斑がある．第 5 背
鰭軟条基底下の体側中央と尾鰭基底中央にそれ
ぞれ 1 黒点があり，前方のものより大きい．背
鰭第 1–2 棘条間の鰭膜は黒く，第 2–3 棘条間鰭
膜は明るいグレイ．背鰭棘条部の縁辺と軟条部
は半透明の白，その他は黄みの白．胸鰭の基底
部はあさい黄，鰭膜は透明．腹鰭と臀鰭の鰭膜
基底は白く，鰭条上に紫みのピンクを呈するまだ
ら模様がある．尾鰭のまだら模様はつよい赤みの
オレンジで，後縁に明瞭な縁取り模様がない．

同定　奄美大島から得られた標本は，体高が低
く頭長より短い，下顎先端が上顎先端よりやや

前方に突出する，背鰭条数が 9 棘 10 軟条，臀
鰭条数が 3 棘 8 軟条，背鰭前方鱗数が 6，側線
が不連続，前鰓蓋骨後縁が無鱗であるなどの特
徴を有し，これらの形質は Westneat （2001）が
定義した属 Oxycheilinus の特徴と一致した．さ
ら に， 本 標 本 は Westneat （2001），Randall and 

Khalaf （2003）および Randall et al. （2003）によ
る O. orientalis の記載や写真とよく一致した．
　本標本は，体が赤みを帯びる，第 2–4 側線鱗
の上方に眼径大の 1 黒色斑がある，背鰭第 1–3

棘間の鰭膜に黒色斑がある，体側中央の縦帯が
赤みを帯び不明瞭，頬部や眼の周辺に明瞭な線
がない，尾鰭の後縁が黒く縁取られない，など
の形質から同属の 8 種と容易に識別される（本
研究；Westneat, 2001；Randall and Khalaf, 2003；
Randall et al., 2003）．ただし，上記特徴の 1 つ
である第 2–4 側線鱗上方と背鰭鰭膜の 2 黒色
斑は，固定前の標本作成時（Westneat, 2001: pl. 

5-34；Randall and Khalaf, 2003: figs. 2–3； 本 研
究：Fig. 1）および生時の興奮している際（西
山・本村，2012： 右下の縄張り争い中の写真）
に明瞭になるが，生時のふつうの状態時は不明
瞭である（例えば Randall and Khalaf, 2003: figs. 1, 

4–6；西山・本村，2012：最上段の写真）．
分布　Parenti and Randall （2000）は O. orientalis

の分布をインドネシアからニューカレドニア
にかけての海域であると記載した．その後，
Westneat （2001）は本種が琉球列島からフィリ
ピン，インドネシア，マーシャル諸島などの西
太平洋やオーストラリア北西部およびサモアに
分布するとした．Randall and Khalaf （2003）は
本種を標本に基づき紅海とタンザニアから記録
し，西インド洋にも本種が分布することを示し
た．しかし，現在のところ本種がオーストラリ
ア北西部を除く東インド洋から記録されたと
いう報告はない（Randall and Khalaf, 2003; Allen 

and Erdmann, 2012）．
　一方，日本国内では，沖縄の瀬底島から 4 標
本（Randall and Khalaf, 2003），奄美大島から 1

標本（本研究：Fig. 1）が報告されている．水
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中写真に基づく本種の国内における記録とし
て，八重山諸島西表島（益田・小林，1994，
Cheilinus sp. 2 として），八重山諸島石垣島（西
山・本村，2012；本研究：Fig. 2D），慶良間諸島
阿嘉島（西山・本村，2012；本研究：Fig. 2A），
沖縄島（西山・本村，2012），大隅諸島屋久島（西
山・本村，2012；本研究：Fig. 2B），高知県柏
島（Kuiter, 2012, Cheilinus orientalis として；本研
究：Fig. 2C），伊豆諸島伊豆大島（本研究：Fig. 3）
が挙げられる．現在のところ，本種の北限は伊
豆大島であり，伊豆諸島以南の南日本および琉
球列島に広く分布すると考えられる．

日本における生息状況　第 3 著者の最近 5 年間

の国内における水中観察によると，O. orientalis

は水深 8–63 m の海底付近に比較的多く生息し
ている．大隅諸島屋久島では全長 5 cm 以下の
幼魚のみが知られており，本種が屋久島周辺海
域で再生産している可能性は低い（原崎　森氏，
私信）．柏島周辺では幼魚から成魚の幅広い成
長段階の個体が通年確認されており，同海域で
越冬している可能性が高いが，再生産している
かどうかは確認されていない（平田智法氏，私
信）．伊豆大島では，3–4 年毎に未成魚数個体
が確認されるのみ（有馬啓人氏，私信）であり，
同島周辺海域における本種の出現は明らかに無
効分散である．
　柏島における水中観察から，本種はハレムを

Fig. 1. Fresh specimen of Oxycheilinus orientalis from off Amami-oshima Island, 
Ryukyu Islands, Japan (KAUM–I. 49657, 112.8 mm standard length).
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形成せず，単独で生活することが明らかになっ
た．雌雄ともに 1–3 m の間隔で縄張りをもつが，
幼魚は縄張りをもたない．柏島周辺海域では，
水深 20–30 m の砂地に生息するセンベイサンゴ
属の周辺や岩礁，転石，礫域のウミトサカ，ウ
ミウチワ，キサンゴ類の周辺で観察されること
が多い（平田智法氏，私信）．
備考　本種の幼魚から若魚の特徴として，背鰭
軟条部下方の体側中央部と尾鰭基底中央部にそ
れぞれ 1 黒色点を有することが報告されている

（Westneat, 2001; Randall and Khalaf, 2003）．なお，

これらの黒色点は成魚でも痕跡的に残ることが
ある（Fig. 1）．本研究で O. orientalis の幼魚の
写真を精査したところ，全長 4 cm 以下の個体
には眼の後方に 4 黒色～赤色点が四角形の頂点
を形成するように配列されていることが分かっ
た．前鰓蓋骨上の眼の後方に 2 点が上下に並び，
主鰓蓋骨上に 2 点が上下に並ぶ（Fig. 2A, B）．
幼魚にみられるこの 4 点は，同属他種の幼魚で
は確認されておらず，O. orientalis の幼魚に固
有の特徴である可能性が高い．
　Cheilinus rhodochrous Günther, 1867 は Randall 

and Khalaf （2003） に よ っ て O. orientalis の
新 参 同 物 異 名 と さ れ た． 松 原（1955） は C. 

rhodochrous を C. unifasciatus Streets, 1877（ 現 在
の O. unifasciatus）の古参同物異名として扱い，C. 

rhodochrous の分布域に琉球列島を含めた．しか
し，松原（1955）が報告した C. rhodochrous は，
尾柄部に 1 淡色横帯を有することから、現在の
ヒトスジモチノウオ O. unifasciatus であり，O. 

orientalis ではない．
　Oxycheilinus orientalis には標準和名が与えられ
ていなかったため，本研究では奄美大島産の標

Fig. 2. Underwater photographs of Oxycheilinus orientalis in Japanese waters. A, juvenile, ca. 2 cm total 
length (TL), Aka-jima Island, Kerama Islands, 10 m depth, 10 Sept. 2011; B, juvenile, ca. 3 cm TL, Yaku-
shima Island, Osumi Islands, 10 m depth, 12 Dec. 2011; C, young, ca. 9 cm TL, Kashiwa-jima, Kochi, 
38 m depth, 26 Oct. 2009; D, adult, ca. 18 cm TL, Ishigaki-jima Island, Yaeyama Islands, 15 m depth, 15 
Nov. 2010. Photos by K. Nishiyama.

Fig. 3. Underwater photographs of Oxycheilinus 
orientalis in Izu-oshima Island, Izu Islands (28 m 
depth, 11 Dec. 2008), representing the northernmost 
record for the species. Photo by H. Arima.
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本（KAUM–I. 49657）に基づき，側線上方の黒
色斑に因み，新標準和名カタグロホホスジモチ
ノウオを提唱する．
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